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所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

確定申告と
納税は
お早めに…

申告と納税は3月15日(火)までに

申
告
の
必
要
が
あ
る
人

○
平
成
16
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

○
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人

・
給
与
の
年
収
が
2

0
0
0
万
円
を
超
え

る
人

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

・
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る

人

注
意

○
土
地
や
建
物
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人
は
、
直

接
、
筑
紫
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
告
書
は
、
自
分
で
記
入
し
て
、
直
接
、
税

務
署
に
郵
送
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

申
告
書
用
紙
配
布
場
所

▽
税
務
署
▽
市
税
務

課
▽
西
出
張
所
（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

※
　
納
税
に
は
、
便
利
な
「
振
替
納
税
」
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
必
要
が
あ
る
人

○
平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
居
住
し

て
い
る
人
で
、
平
成
16
年
中
に
収
入
の
あ
っ

た
人

○
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
と
そ
の
世
帯
主

注
意

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
ま
た
は
給
与

所
得
以
外
に
所
得
が
な
い
人
で
、
勤
務
先
か

ら
直
接
給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ

て
い
る
人
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
申
告
書
は
、
自
分
で
記
入
し
て
、
直
接
、
市

役
所
に
郵
送
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

申
告
書
用
紙
配
布
場
所

▽
税
務
課
▽
西
出
張

所
（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

○
所
得
が
分
か
る
書
類
（
給
与
や
年
金
の
源
泉

徴
収
票
な
ど
）

○
所
得
控
除
に
必
要
な
書
類

○
印
鑑

○
本
人
の
預
金
口
座
番
号
（
還
付
金
が
あ
る
場

合
の
み
）

本
人
や
、
本
人
と
同
一
生
計
の
配
偶
者
や
親

族
な
ど
の
社
会
保
険
料
や
医
療
費
な
ど
と
し
て

平
成
16
年
中
に
支
払
っ
た
額
は
、
所
得
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
次
の
書
類

が
必
要
で
す
。

必
要
書
類

○
社
会
保
険
料
控
除

社
会
保
険
料
の
領
収
書
、
社
会
保
険
料
の

納
付
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
の
い
ず
れ
か

※
　
社
会
保
険
料
の
対
象
と
な
る
の
は
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
国
民
年

所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
に
必
要
な
も
の

所
得
控
除
を
す
る
場
合

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
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所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

金
保
険
料
、
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
な

ど
で
す
。

○
生
命
・
損
害
保
険
料
控
除

生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
の
控
除
証
明
書

○
医
療
費
控
除

医
療
費
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
る
金
額
の
明
細
書

※
　
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
控
除
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

還
付
申
告
は
、
す
で
に
受
け
付
け
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
税
務
署
で
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
次
に
該
当
す
る
会
社
員
な
ど
は
年
末

調
整
が
で
き
な
い
た
め
、
還
付
申
告
す
れ
ば
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
自
宅
を
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
人

○
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

○
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
人

○
火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被
害
に
遭
っ

た
人

※
　
申
告
の
際
は
、
預
金
通
帳
な
ど
本
人
の
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

集
中
還
付
セ
ン
タ
ー

所
得
税
の
還
付
申
告
の
み
を
受
け
付
け
る

「
集
中
還
付
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

期
間

2
月
1
日
(火)
〜
3
月
15
日
(火)
（
平
日
の

み
）

受
付
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

場
所

集
中
還
付
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

所
得
税
の
確
定
申
告�

市
県
民
税
の
申
告�

日　程 
２月�

16�

（水）�

17�

（木）�

18�

（金）�

19�

（土）�

20�

（日）�

21�

（月）�

22�

（火）�

23�

（水）�

24�

（木）�

25�

（金）�

26�

（土）�

27�

（日）�

28�

（月）�

1�

（火）�

2�

（水）�

3�

（木）�

4�

（金）�

5�

（土）�

6�

（日）�

7�

（月）�

8�

（火）�

9�

（水）�

10�

（木）�

11�

（金）�

12�

（土）�

13�

（日）�

14�

（月）�

15

（火）�

３月�

会場・受付時間�

 ふれあい文化センター�
ギャラリー�

午前９時30分～11時30分�

午後１時～３時30分�

 筑紫税務署�
午前９時30分～11時30分�

午後１時～４時�

市役所大会議室�
午前９時30分～11時30分�

午後１時～４時�

市役所２０８会議室�
午前９時30分～11時30分�

午後１時～４時�

ふれあい文化センター�
ギャラリー�

午前９時30分～11時30分�

午後１時～３時30分�

○�○�

○� ○�

○�○�○�○�○�

○�○�○�○�○�

○�○�○�○�

○�○�○�○�

○�○�○�○�○�

○�○�○�○�

○�○�○�○�○�○�○�○�

○�○�○�○� ○�○�

○�○�

○�

○�

所得税の確定申告と市県民税の申告の会場と日程

※　会場は大変混雑します。日によっては待ち時間が３時間程度かかる場合がありますので、時間に余裕を持ってお越しください。

地下鉄天神駅�

西鉄朝倉街道駅�

JR天拝山駅�

西
鉄
福
岡
駅� 大

同
生
命
ビ
ル�

●
ア
ク
ロ
ス
福
岡�

至
久
留
米�

至甘木�

至
福
岡�

至
二
日
市�

至
鳥
栖�

県道112号線�

立明寺�
交差点�

福岡大学�
筑紫病院�

石
崎
交
差
点�

●
親
和
銀
行
福
岡
ビ
ル�

那
珂
川�

昭和通り�

●中央郵便局�

コ
コ�

●�

●
筑
紫
野
消
防
署�

筑
紫
税
務
署�

集中還付センター�
福岡市中央区西中洲12-33大同生命ビル6階

筑紫税務署�
筑紫野市立明寺655-4（〒818-0042） �

県
道
31
号
線
　
福
岡
・
筑
紫
野
線�

所
得
税
の
還
付
申
告
受
付
中

国民年金保険料の納付証明は・・・
国民年金保険料は、国に直接納付して

いるため、市が発行する納付証明には国

民年金保険料の記載はありません。申告

の際は、領収書を提示してください。

なお、口座振替で納付している人につ

いては、2月中旬に社会保険事務所から

納付証明が送られてきます。

※　紛失などで納付証明が必要な人は、

南福岡社会保険事務所（1(552)611

1）に問い合わせてください。

問い合わせ先　筑紫税務署 1(923)1400
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20
歳
の
み
な
さ
ん
へ

市からのお知らせ�

国
民
健
康
保
険
税
納
税
推
進
員
（
嘱
託
）

業
務
内
容

国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
事

務
（
外
勤
）

採
用
期
間

4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月

31
日
（
1
年
間
）

勤
務
日
数

週
5
日
（
土
・
日
曜
日
は
勤

務
）

勤
務
時
間

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
8
時

※
　
週
1
回
来
庁
し
、
活
動
報
告
書
な
ど

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

報
酬

月
額
21
万
3
3
0
0
円
（
社
会
保

険
・
有
給
休
暇
あ
り
、
交
通
費
・

賞
与
支
給
な
し
）

募
集
人
員

2
人

選
考
方
法

面
接
（
2
月
23
日
(水)
を
予
定
）

応
募
方
法

2
月
14
日
(月)
（
必
着
）
ま
で

に
、
履
歴
書
と
ハ
ガ
キ
（
自
分
の

住
所
・
氏
名
を
記
入
）
1
枚
を
郵

送
ま
た
は
直
接
窓
口
に
提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
国

保
税
徴
収
担
当
（
〒
816
―

8
5
0

1
春
日
市
役
所
）

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
1

保
健
師
・
看
護
師
（
嘱
託
）

業
務
内
容

高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
調
整
や
訪
問
指
導

対
象

い
ず
れ
も
資
格
や
免
許
を
有
す
る

人
（
准
看
護
師
は
不
可
）

採
用
期
間

4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月

31
日
（
1
年
間
）

勤
務
日
数

週
5
日

勤
務
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

報
酬

▽
保
健
師
　
月
額
19
万
2
0
0
円

▽
看
護
師
　
月
額
18
万
4
4
0
0
円

※
　
い
ず
れ
も
社
会
保
険
と
有
給
休
暇
は

あ
り
ま
す
が
、
交
通
費
や
賞
与
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
人
員
　

▽
保
健
師
　
若
干
名

▽
看
護
師
　
1
人

選
考
方
法

▽
書
類
審
査
▽
面
接

応
募
方
法

3
月
4
日
(金)
（
必
着
）
ま
で

に
、
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
直
接

窓
口
に
提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課
高

齢
担
当
（
〒
816
―

8
5
0
1
春
日

市
役
所
）

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

3
0
9
0

学
校
図
書
館
司
書
（
嘱
託
）

業
務
内
容

市
立
小
中
学
校
で
の
図
書
館

司
書
業
務

対
象

司
書
資
格
を
有
す
る
人

採
用
期
間

4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月

31
日
（
8
月
を
除
く
11
カ
月
間
）

勤
務
日
数

週
3
日

勤
務
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
学

校
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
あ
り
）

報
酬

月
額
6
万
2
3
0
0
円
（
有
給
休

暇
あ
り
、
社
会
保
険
・
交
通
費
・

賞
与
支
給
な
し
）

募
集
人
員

4
人

選
考
方
法

▽
書
類
審
査
▽
面
接

応
募
方
法

2
月
25
日
(金)
（
必
着
）
ま
で

に
、
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
直
接

窓
口
に
提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
学

校
教
育
担
当
（
〒
816
―

8
5
0
1

春
日
市
役
所
）

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
5
3

学
校
栄
養
職
員
（
嘱
託
）

業
務
内
容

給
食
の
献
立
作
成
や
調
理
指

示
、
児
童
・
生
徒
へ
の
給
食
指
導

な
ど
、
学
校
給
食
全
般
に
関
す
る

業
務

対
象

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
人

で
、
学
校
栄
養
職
員
ま
た
は
大
量

調
理
施
設
で
の
衛
生
管
理
・
指
導

の
経
験
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
簡

単
な
文
書
作
成
や
表
計
算
が
で
き

る
人

採
用
期
間

4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月

31
日
（
3
年
間
の
更
新
可
）

勤
務
日
数

週
5
日

勤
務
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

報
酬

月
額
19
万
2
0
0
円
（
社
会
保

険
・
有
給
休
暇
あ
り
、
交
通
費
・

賞
与
支
給
な
し
）

募
集
人
員

2
人

選
考
方
法

面
接

応
募
方
法

2
月
25
日
(金)
（
必
着
）
ま
で

に
、
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
直
接

窓
口
に
提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

教
務
課
庶
務
給

食
担
当
（
〒
816
―

8
5
0
1
春
日

市
役
所
）

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
5
3

中
学
校
使
送
員
（
臨
時
）

業
務
内
容

自
分
の
車
で
市
立
各
中
学
校

と
市
役
所
間
の
文
書
な
ど
を
毎
日

集
配
す
る
業
務

対
象

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る

人
で
、
自
動
車
を
所
有
す
る
人

採
用
期
間

4
月
1
日
〜
9
月
30
日
（
6

カ
月
間
、
更
新
可
）

勤
務
日
数

週
5
日

勤
務
時
間

午
後
1
時
〜
5
時

報
酬

時
間
額
8
1
0
円
（
車
の
燃
料
費

相
当
分
を
支
給
、
有
給
休
暇
あ
り
、

社
会
保
険
・
賞
与
支
給
な
し
）

募
集
人
員

1
人

選
考
方
法

面
接

応
募
方
法

2
月
25
日
(金)
ま
で
に
、「
臨
時

職
員
登
録
申
込
書
」
を
郵
送
ま
た

は
直
接
窓
口
に
提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

教
務
課
庶
務
給

募
集
し
ま
す

春
日
市
嘱
託
・
臨
時
職
員

し
そ
う
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

食
担
当
（
〒
816
―

8
5
0
1
春
日

市
役
所
）

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
5
3

地
域
活
動
指
導
員
・
社
会
教
育
指
導
員

（
嘱
託
）

業
務
内
容

▽
地
域
活
動
指
導
員

地
域
活
動
推
進
体
制
づ
く
り
の
助
言
や

指
導

▽
社
会
教
育
指
導
員

中
央
公
民
館
事
業
な
ど
の
開
設
学
級
の

企
画
・
運
営

対
象

社
会
教
育
主
事
な
ど
の
資
格
を
有

す
る
人
ま
た
は
生
涯
学
習
・
地
域

活
動
・
社
会
教
育
の
指
導
や
活
動

を
経
験
し
て
い
る
人

採
用
期
間

4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月

31
日
（
1
年
間
）

勤
務
日
数

週
5
日
（
土
・
日
曜
日
の
勤

務
あ
り
）

勤
務
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
午
後
0
時
30
分
〜
9
時
な
ど
の
変

則
勤
務
あ
り
）

報
酬

い
ず
れ
も
月
額
17
万
7
4
0
0
円

（
社
会
保
険
・
有
給
休
暇
あ
り
、
交

通
費
・
賞
与
支
給
な
し
）

募
集
人
員

各
1
人

選
考
方
法

▽
書
類
審
査
▽
面
接

応
募
方
法

2
月
15
日
(火)
（
必
着
）
ま
で

に
、
履
歴
書
に
業
務
に
対
す
る
意

気
込
み
を
表
す
自
己
P
R
文
を
添

え
て
、
郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
に

提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当
（
〒
816
―

0
8
3
1

大
谷
6
―

24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

温
水
プ
ー
ル
指
導
員
（
嘱
託
）

業
務
内
容

温
水
プ
ー
ル
で
の
各
種
事
業

の
企
画
立
案
や
水
泳
・
ア
ク
ア
ビ

ク
ス
な
ど
の
指
導

対
象

文
部
科
学
大
臣
認
定
ス
ポ
ー
ツ
指

導
員
（
水
泳
）
の
資
格
を
有
す
る

人
ま
た
は
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
の
指
導

経
験
が
あ
る
人
で
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
人

採
用
期
間

4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月

31
日
（
1
年
間
）

勤
務
日
数

週
5
日
（
土
・
日
曜
日
の
勤

務
あ
り
）

勤
務
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
午
後
1
時
〜
9
時
30
分
の
変
則
勤

務
あ
り
）

報
酬

月
額
17
万
7
4
0
0
円
（
社
会
保

険
・
有
給
休
暇
あ
り
、
交
通
費
・

賞
与
支
給
な
し
）

募
集
人
員

1
人

選
考
方
法

▽
書
類
審
査
▽
面
接

応
募
方
法

2
月
25
日
(金)
（
必
着
）
ま
で

に
、
履
歴
書
に
自
己
P
R
文
（
A

4
用
紙
1
枚
程
度
）
を
添
え
て
、

郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
に
提
出
す

る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課
ス

ポ
ー
ツ
担
当
（
〒
816
―

0
8
3
1

大
谷
6
―

28
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
内
）

1(

571)

3
2
3
4

5(

585)

1
6
3
4

アレルギー性皮膚炎など、子どものア

レルギーに悩む保護者が増えています。

乳幼児のアレルギーについて正しく理

解し、不安や疑問を解消しませんか。

参加は無料で、託児（先着20組）も行

います。

日時 3月4日(金)

午後1時30分～3時30分

（受付　午後1時～）

会場 いきいきプラザ（昇町1―120）

講師 小田嶋
お だ じ ま

博
ひろし

さん（国立病院機構福

岡病院医師）

定員 40名（当日先着順）

※　託児希望者は、2月7日(月)～18日

(金)に電話かファックスで、子どもの

氏名と年齢を伝えてください。

申込・問い合わせ先 健康課
1(501)1134 5(501)0051

乳製品や卵類を使わないおやつ作り教室

乳製品や卵類を使わないおやつの作り

方を教えます。

託児も行います。ぜひ参加してみませ

んか。

対象 「アレルギー講演会」受講者で、

乳製品や卵が食べられない乳幼児

を持つ保護者

日時 3月8日(火)

午後1時30分～3時30分

（受付　午後1時～）

場所 いきいきプラザ（昇町1―120）

持ってくるもの 母子手帳 エプロン

三角巾

参加費 200円（材料費）

定員 20人（申込先着順）

申込方法 2月7日(月)～18日(金)に、電

話かファックスで氏名、電話番号、

託児の有無を伝える

申込・問い合わせ先 健康課
1(501)1134 5(501)0051

「子どものアレルギーについて
～アトピー性皮膚炎～」

アレルギー講演会

きん
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市が、新潟県中越地震の被災者に対す

るお見舞いとして募ってきた｢春日市民

義援金｣を、昨年12月27日に締め切りま

した。

寄せられた義援金総額271万4,852円

は、すでに「福岡県春日市民義援金」と

して新潟県災害対策本部に送金し、早速

新潟県知事から感謝の言葉も届いていま

す。

ご協力いただきました市民をはじめ、

自治会長会、各種団体、企業の皆さまに

心からお礼申し上げます。

なお、厳冬期に入った被災地では、い

まだに余震も続いており、被災者は大変

厳しい避難生活を強いられています。

市としての義援金募集は終了しました

が、皆さまには、今後とも現地の状況に

関心をお寄せいただき、一日も早い復興

に引き続きご支援をお願いいたします。

問い合わせ先 人事法制課総務法制担当
1(584)1111 5(584)1145

市教育委員会は、この春に市立小・中学校へ入学予定の児

童生徒の保護者に対し、入学通知書を発送しました。

通知書が2月2日(水)を過ぎても届かない場合や、入学につ

いて相談したいことがある場合は、連絡してください。

なお、小学校では「入学説明会」終了後、「子育て支援講座」

を行います。

問い合わせ先

入学通知書に関すること　学校教育課
1(584)1111 5(584)1153

子育て支援講座に関すること　社会教育課
1(575)4121 5(593)7380

小学校卒業式　3月18日(金)

中学校卒業式　3月15日(火)

小・中学校修了式　3月24日(木)

小・中学校始業式　4月6日(水)

小学校入学式　4月8日(金)

中学校入学式　4月9日(土)

ご協力ありがとうございました

新潟県中越地震災害市民義援金

総額271万4,852円

発送しました

市立小・中学校入学通知書

放課後児童クラブは、共働きなどで昼間保護者が自宅にいない子どもたちが、放課後を安全で楽しく過ごせ

るよう市が設置した施設です。

この児童クラブの運営方法や内容などについての説明会を行います。入所を希望する人は参加してください。

託児も行います。

対象 初めて入所を希望する小学生（原則として1～3年生）の保護者

日時 2月20日(日) 午前10時～午後1時（受付　午前9時30分～）

※　託児（無料）を希望する人は、午前9時40分までに来場してください。

会場 ふれあい文化センタースプリングホール（大谷6―24）

問い合わせ先

毛勝児童センター
1(581)5614（5兼用）

特定非営利活動法人

子ども未来ネットワーク春日事務局
1(581)1906 5(581)1966

学童保育

放課後児童クラブ入所説明会
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郷土出身のプロ野球選
手による少年少女野球教
室が、12月23日、西ス
ポーツセンターで開か
れ、市内の硬・軟式野球
とソフトボール合わせて
18チームが参加しまし
た。
市内のプロ野球を応援
する会の有志が、プロの
選手に子どもたちを指導
してほしいと、OBも在
籍している日本ハムの選
手5人にお願いして実現
したもの。
参加した小中学生150人は、まずキャッチボールや走塁などの基本指導を受けた後、ポジシ
ョンごとに分かれて約2時間、手取り足取り個別指導してもらいました。
あこがれのプロの技に触れることができた子どもたちは、「ためになりました。ぜひまた来て
ほしい」と目を輝かせていました。

プロの技に目を輝かせて

郷土出身のプロ野球選手による少年少女野球教室

1月8日、市役所で「平成16年度
春日市男女平等標語コンクール」の
表彰式が行われました。
このコンクールは、日常生活で感
じる男女の人権などについて子ども
たちに考えてもらい、「男女の平等」
についての認識を深める目的で行わ
れているもの。応募作品2,524点の
中から、下記の6点が最優秀賞と優
秀賞に選ばれました。
受賞者に対し、井上市長から「皆
さんが、男女が共に一人の人間とし
て尊重し、認め合える社会を実現す
るリーダーとなるよう期待していま
す」と言葉が送られました。

<男女平等標語コンクール受賞作品>
最優秀賞 「男女とも　個性あふれる　平等社会」師岡茉由（筑紫女学園高等学校2年）
優秀賞 「男女平等　すてきな未来の第一歩」長井友希（春日高等学校1年）

「創ろうよ　男女の力で　春日市の未来」宮崎隆太（春日東中学校2年）
「新時代　男女で築く　明るい社会」白水智大（春日野中学校3年）
「みとめ合う　心がつなぐ　男女の和」宮川茉子（天神山小学校5年）
「助け合う　未来に羽ばたく　男女平等」篠 紗也香（春日野小学校6年）

男女共同参画社会の実現を目指して

春日市男女平等標語コンクール

▲(前列左から)長井さん、井上市長、師岡さん、森野
もり の

さん(春日市男女共同参画審議会副会長)、宮川さん

(後列左から)宮崎さん、白水さん

もろおか ま ゆ

なが い ゆう き

みやがわまちこ

しのざき さ　や　か

しろうずともひろ

みやざきりょうた

指
導
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
の
目
は
真
剣

▼



地
区
内
を
く
ま
な
く
回
っ
て
ゴ
ミ
収
集
に
励
む
中
学
生
の
メ
ン
バ
ー

▼

春日原小学校の3年生73人が、自分たちが住む街を、
もっとよく知ってもらおうと、｢春日原あるある大事典｣
を作成しました。これは、総合学習の一環として行わ
れたもの。
子どもたちは、11班に分かれ、｢朝市

あさいち

｣や｢龍神池
りゅうじんいけ

｣、
｢東慶院
とうけいいん

｣など、自分たちで選んだテーマに沿って実際に
現地取材もこなし、昨年10月から2カ月かけて完成さ
せました。
できあがった大辞典には、身近にあるのに知らなか
った意外な情報や地域を愛する子どもたちの思いがい
っぱい。これを公民館や市役所、保護者に配りました。
子どもたちは、｢『駅』や『保育所』、『30年前の学校』
なども詳しく知ることができて、とても勉強になりま
した。役に立てればうれしい｣と元気に答えていました。

私たちの街を紹介します

春日原小学校｢春日原あるある大事典｣

ト
ピ
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市内の少年硬式野球チーム｢春日ビッグス
ターズ｣が、12月23日、練習グラウンド周
辺の平田台地区で清掃奉仕作業を行いまし
た。
同チームが、年間を通じて昼夜を問わず
練習に打ち込んでいることから、周辺住民
の理解に対する感謝の意味を込めて毎年行
っているもの。
この日は、メンバーの小中学生とその保
護者約100人が、ゴミ袋を手に道路や空き
地、公園などのゴミ収集に約2時間励みま
した。
代表の井川

いがわ

英也
ひでや

さんは｢声を出しての練習
ですから、随分と迷惑をかけていると思い
ますが、温かく見守っていただいています。
お陰で今年は全国大会にも出場できました｣
と地元の理解に感謝しています。

周辺地区住民への感謝を込めて

春日ビッグスターズ｢クリーン作戦｣

▲班に分かれて話し合い

子どもたちが市役所に
来庁。完成した大事典
を持ってきてくれまし
た。

「春日原あるある大事典」▲

▲



春
日
原
駅
前
で

▼

ボーイスカウト春日第1団の子どもたちが、暮れの
街角でユニセフ募金に励みました。
毎年この時期にライオンズクラブと合同で行ってい

るもので、寒い中、西鉄春日原駅前やJR大野城駅前な
どで約2時間、プラカードや募金箱を手に｢お願いしま
す｣と通行人に呼びかけました。
子どもたちの懸命な姿に、｢がんばってね｣と声をか

けてくれる人や、通り過ぎては戻ってきて協力してく
れる高校生などもいて、たくさんの人の真心が伝わっ
てくるひとときでした。
終了後、やり遂げた子どもたちのすがすがしい顔が

とても印象的でした。
（広報レポーター　堤

つつみ

美由紀
み ゆ き

）

ユニセフ募金に一役

ボーイスカウト春日第1団

ト
ピ
ッ
ク
ス
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ガタン。ゴトン。ガー。ほこりの舞い上がるビルの工事現

場。ダンプが騒がしく出入りしている。その騒音の中に、そ

の人は立っていた。杖
つえ

をついて、背すじを伸ばして。

僕は、暑い中、塾を目指していた。僕の家から西鉄の駅ま

では約20分ほどかかる。塾に行くには、電車に乗らなくて

はならなかった。その距離を歩いたせいで、額から汗がした

たり落ちていた。

いつものように歩いていると、ビルの工事現場のすぐ隣に、

一人の男性が立っていた。スーツを着て、サングラスをかけ、

白い杖をにぎっていた。ふと僕は、「あ、盲目の方だ」と思

った。以前、学校の授業で、盲目の人のことについて学んだ。

その白い杖で、点字ブロックを探し、行く方向を確かめたり、

人が前にいないかを確かめたりする。

僕の目には、明らかに、彼が困っているように映った。し

かし、周囲の人々は、その人に気付いているのだが、無視し

て通り過ぎて行った。僕は少し迷った。塾まで時間がなかっ

た。でも、第一には―怖かった。話しかけるのがただ怖かっ

た。

僕は彼を無視して、駅に向かった。10メートルほど進ん

だ。が、気になって振り返ってみると、まだ、白い杖がそこ

に立っていた、

気がつくと、僕は来た道を走っていた。怖いという気持ち

はまだ残っていた。でも、僕は彼の元へ走って行った。

「どうしたんですか」

僕は勇気を出して聞い

てみた。彼の目が僕をと

らえた。僕は一瞬固まっ

てしまった。けれど、彼

はうれしそうな声で僕に告げた。

「前に何かありますか。さっきからすごい音がするんです

が」

僕は、彼に隣に工事現場はありますけど前にはありません、

と言った。そして、自分でもびっくりする程自然に、「どこ

まで行くのですか」と尋ねた。彼は、「ＪＲの駅に」と、答

えた。

彼は僕の肩に手をおいて、色々なことをしゃべった。自分

の仕事のこと、自分の家族のこと。僕も、塾の勉強のこと、

友達のこと、彼に色々なことを話した。西鉄の駅と逆方向に

歩いていることが全く気にならなかった。

彼は僕とひとつも変わらない、僕はそう思った。さっきま

で、怖いと思っていたのがうそみたいだった。ただ盲目、障

害者ということで、僕は彼から逃げようとしたのだ。

彼と駅まで行った。彼は僕に一言

「ありがとう」というと、改札口に消え

ていった。肩に手のぬくもりが残って

いる。僕は、西鉄の駅まで全速力で走

り始めた。

体全身で受ける風が心地よかった。

福岡法務局と福岡県人権擁護委員会が県内の中学生から募集した約40,000点の人権
作文の中から、村田さんの作品が最優秀賞に続く特別賞を受賞しました。この作品に
は、障害者に対する自らの偏見を、ちょっとした勇気で打ち破ることができた感動的
な体験がつづられています。読んだ感想をお寄せください。 (人権女性政策課)

｢第24回全国中学生人権作文コンテスト福岡県大会｣

特別賞の｢西日本新聞社賞｣受賞 春日東中学校１年 村
むら

田
た

祐一
ゆういち

さん

｢決　　断｣

人権イメージキャラクター
人KENまもる君



日
時

2
月
20
日
(日)

①
正
午
〜
午
後
3
時

②
午
後
5
時
〜
8
時

※
　
い
ず
れ
も
30
分
前
に
開
場
し
ま

す
。

会
場

福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
（
福
岡
市
博

多
区
築
港
ち
っ
こ
う

本
町
ほ
ん
ま
ち

2
―

1
）

曲
目

▽
交
響
曲
第
3
番
▽
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
美
女
と
野
獣
」
▽
ス
ー

ザ
・
カ
ー
ニ
バ
ル
　
な
ど

入
場
料

1
0
0
0
円
（
全
席
自
由
）

申
込
方
法

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
E
メ
ー
ル

で
、
氏
名
（
団
体
名
）、
電
話

番
号
、
希
望
枚
数
を
書
い
て
送

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
部
　

1(

414)

5
7
5
1

5(

414)

5
7
5
2

se
ika
-w
b
@
p
a
r.o
d
n
.n
e
.jp

自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
使
い
方
を
教
え
ま

す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

18
歳
以
上
の
人

日
時

2
月
23
日
〜
3
月
23
日
の
毎
週

水
曜
日
（
計
5
回
）

午
後
2
時
〜
4
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
（
大
谷
6
―

28
）

受
講
料

1
0
0
0
円

定
員

15
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

2
月
16
日
(水)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

3
2
3
4

5(

585)

1
6
3
4

羽
根
つ
き
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
組
み

合
わ
せ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の

参
考
に
し
た
い
人
も
大
歓
迎
で
す
。
当

日
は
簡
単
な
ル
ー
ル
説
明
の
後
、
3
人

1
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
試
合
を
し
ま

す
。参

加
は
無
料
で
、
申
込
は
何
人
か
ら

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

日
時

2
月
20
日
(日)

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

（
受
付
　
午
前
9
時
〜
）

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場
（
大
谷
6
―

28
）

申
込
方
法

2
月
16
日
(水)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
代
表
者
の

住
所
・
電
話
番
号
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
・
年
齢
を
伝
え
る

※
　
運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

3
2
3
4

5(

585)

1
6
3
4

6
・
5
km
と
4
km
の
2
コ
ー
ス
か
ら

体
力
に
あ
わ
せ
て
選
べ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。
一
緒
に
歩
い
て

運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

2
月
8
日
(火)
（
雨
天
中
止
）

午
前
9
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
　
午
前
9
時
〜
）

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
2
階
ロ

ビ
ー
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

※
　
タ
オ
ル
、
水
筒
を
持
っ
て
、
歩
き

や
す
い
服
装
、
運
動
靴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

健
康
度
測
定
を
受
け
て
、
い
き
い
き

ル
ー
ム
で
楽
し
く
運
動
を
始
め
ま
せ
ん

か
。
健
康
運
動
指
導
士
が
あ
な
た
に
合

っ
た
運
動
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

※
　
過
去
6
カ
月
以
内
に
受
け
た
健
診

結
果
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程

2
月
16
日
(水)

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
い
き
い
き
ル

ー
ム
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

内
容

▽
計
測
（
体
脂
肪
率
）
▽
健
康

チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
・
安
静
時
心

電
図
）
▽
医
師
に
よ
る
診
断
▽

体
力
測
定
（
握
力
・
柔
軟
測
定

な
ど
）
▽
最
大
酸
素
摂
取
量
測

定
（
運
動
負
荷
を
か
け
た
16
分

間
の
自
転
車
こ
ぎ
）
▽
結
果
説

明
と
運
動
処
方

料
金

2
1
0
0
円

定
員

36
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
ル

ー
ム

1(

501)

1
1
6
2
（
5
兼
用
）

健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
、
食
生

活
に
自
信
が
無
い
、
家
族
の
健
康
を
守

り
た
い
と
い
う
人
が
対
象
で
す
。

規
則
正
し
い
食
生
活
は
健
康
の
基

本
。
自
ら
の
食
生
活
を
改
善
し
て
、
生

活
習
慣
病
の
大
敵
で
あ
る
「
肥
満
」
や

「
欠
食
」
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

日
時

3
月
7
日
(月)

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

参
加
費

4
0
0
円
（
材
料
費
）

定
員

30
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

2
月
10
日
(木)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
ば�

春
日
市
役
所�

イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば
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健
　
康

精
華
女
子
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

ス
ポ
ー
ツ

自
分
に
合
っ
た
体
力
作
り

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
員

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21
料
理
教
室

白
水
大
池
公
園
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

あ
な
た
の
体
力
度
を
チ
ェ
ッ
ク

健
康
度
測
定



きいて�きいて�

平成16年2月5日生

宍
戸
し
し
ど

彪
太
ひ
ょ
う
た

ち
ゃ
ん(

千
歳
町)

平成16年2月19日生

木
下
き
の
し
た

莉
緒
り

お

ち
ゃ
ん(

紅
葉
ヶ
丘
西)

平成15年2月19日生

加
藤
か
と
う

大
雅
た
い
が

ち
ゃ
ん(

須
玖
南)

平成16年2月17日生

間
瀬
田

ま

せ

だ

純
平

じ
ゅ
ん
ぺ
いち

ゃ
ん(

須
玖
南)

平成15年2月17日生

中
嶋
な
か
し
ま

優
月
ゆ
づ
き

ち
ゃ
ん(

若
葉
台
東)

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
2
月
4
日
(金)
「
高
気
圧
酸
素
治
療
と

は
？
」
宮
川
み
や
が
わ

哲
あ
き
ら

さ
ん(

臨
床
工
学

科
主
任)

▽
2
月
18
日
(金)
「
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
り

ま
し
ょ
う
」
高
橋
た
か
は
し

雅
子
ま
さ
こ

さ
ん
（
管

理
栄
養
士
副
室
長
）

▽
2
月
25
日
(金)
「
花
粉
症
に
つ
い
て
」

前
山
ま
え
や
ま

忠
嗣
た
だ
つ
ぐ

さ
ん
（
ア
レ
ル
ギ
ー
科

部
長
）

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

同
病
院
セ
ン
タ
ー
6
階
講
堂

（
須
玖
北
4
―

5
）

問
い
合
わ
せ
先

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

1(

573)

6
6
2
2

5(

572)

0
6
3
3

保
健
師
や
栄
養
士
、
保
育
士
が
離
乳

食
や
育
児
、
成
長
発
達
、
予
防
接
種
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

2
月
15
日
(火)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場

子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぽ
れ
ぽ

れ
（
春
日
1
―

38
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

子
ど
も
の
成
長
は
親
に
と
っ
て
の
楽

し
み
で
す
が
、
子
育
て
に
悩
み
は
付
き

物
で
す
。

今
悩
ん
で
い
る
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら

悩
む
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
保

護
者
に
役
立
つ
内
容
で
す
。

参
加
は
無
料
で
、
託
児
（
申
込
先
着

順
）
や
手
話
通
訳
も
行
い
ま
す
。

日
時

2
月
14
日
(月)

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

市
役
所
大
会
議
室

講
師

倉
成
く
ら
な
り

央
ひ
ろ
し

さ
ん
（
敬
愛
け
い
あ
い

ビ
ジ
ネ

ス
学
院
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

定
員

1
0
0
人
（
当
日
先
着
順
）

※
　
託
児
希
望
者
は
、
2
月
7
日
(月)
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
5
3

精
神
障
害
者
の
福
祉
や
地
域
支
援
に

つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
22
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25
）

演
題

「
精
神
障
害
者
の
福
祉
、
地
域

支
援
に
つ
い
て
〜
人
づ
く
り
を

中
心
に
〜
」

講
師

橋
本
は
し
も
と

み
き
え
さ
ん
（
西
九
州
大

学
社
会
福
祉
学
科
講
師
）

定
員

80
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
健
康
福
祉

課
障
害
福
祉
係

1(

513)

5
5
8
5

5(

592)

8
4
4
4

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
に
よ
る
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
が
対
象
の
日
帰

り
バ
ス
ハ
イ
ク
で
す
。
八
女
市
で
「
い

ち
ご
狩
り
」
を
し
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
い
1
日
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

日
時

2
月
11
日
(金)

時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

(

帰
着
予
定
）

※
　
当
日
は
午
前
9
時
に
市
役
所
正
面

玄
関
前
に
集
合
で
す
。

参
加
費

▽
大
人
1
0
0
0
円
▽
中

高
生
5
0
0
円
▽
小
学
生
以
下

無
料

定
員

40
人

※
　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て
参

加
す
る
人
を
優
先
し
、抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法

2
月
6
日
(日)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加
者
全

員
の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

※
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
必
要
な
場

合
は
早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会
　
合
原
ご
う
ば
る

1(

593)

9
5
3
5
（
5
兼
用
）

障
害
者
が
、
企
業
の
人
事
担
当
者
と

直
接
面
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
17
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

会
場

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル(

福

岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
13
―

55)

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

南

1(

513)

8
6
0
9

5(

502)

2
1
9
2

情
報
ひ
ろ
ば
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福
　
祉

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室子

育
て

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

「
子
ど
も
の
問
題
に
気
づ
く
た
め
に
は
」

親
子
の
問
題
講
演
会

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

精
神
保
健
福
祉
家
族
講
演
会

「
い
ち
ご
狩
り
」に
行
き
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
親
家
庭
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク

就
業
機
会
の
拡
大
の
た
め
に

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち



きいて�きいて�

[
ペ
ン
ネ
ー
ム]

ジ
ャ
ン
バ
ー
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

ひ
つ
じ
の
涙
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

ピ
エ
ロ
君
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

緑
さ
ん

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃いめ

にはっきりと描いて、表に住所、氏
名、電話番号を書いて送ってくださ
い。(ペンネームも可)
著作権の都合上、作品はオリジ
ナルのものに限ります。
あて先 〒816-8501 春日市
役所広報担当「みてみてきいて」係
※ 掲載された人には図書券
（500円分）を進呈します。

情
報
ひ
ろ
ば
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春
日
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
に
よ
る
交
流
会
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人
や
団
体
、
関

心
の
あ
る
人
な
ど
が
対
象
で
す
。

日
時

2
月
26
日
(土)

午
前
11
時
〜
午
後
2
時

会
場

市
役
所
大
会
議
室

参
加
費

1
0
0
0
円
（
食
事
代
を

含
む
）

定
員

20
人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

2
月
16
日
(水)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
（
団
体
名
）、
電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

1(

501)

1
1
3
6
（
5
兼
用
）

春
日
市
痴
呆
等
高
齢
者
を
か
か
え
る

家
族
の
会
「
ひ
だ
ま
り
の
会
」
と
春
日

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
よ
り
よ
い

介
護
を
す
る
た
め
に
、
よ
り
よ
い
心
の

通
じ
あ
い
を
し
て
ま
す
か
？
」
を
テ
ー

マ
に
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

在
宅
で
介
護
す
る
家
族
と
、
そ
れ
を

支
援
す
る
施
設
・
病
院
と
が
一
緒
に
話

し
合
い
、
よ
り
よ
い
介
護
に
つ
い
て
考

え
ま
し
ょ
う
。

参
加
は
無
料
で
、
託
老
（
事
前
申
込
）

も
行
い
ま
す
。

日
時

2
月
24
日
(木)

午
後
1
時
〜
3
時

（
開
場
　
12
時
30
分
）

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
谷
6
―

24
）

問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
ま
り
の
会
　
中

嶋

1(

581)

1
3
7
8
（
5
兼
用
）

当
事
者
で
も
あ
る
講
師
が
、
自
ら
の

視
点
か
ら
、
精
神
障
害
者
を
取
り
巻
く

現
状
や
こ
れ
か
ら
の
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
語
り
ま
す
。
質
疑
応
答
や
意
見

交
換
の
場
も
設
け
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
18
日
(金)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場
所

市
役
所
大
会
議
室

講
師

山
梨
や
ま
な
し

宗
治
そ
う
じ

さ
ん(

福
岡
県
精
神

障
害
者
連
絡
会
事
務
局
長)

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課
障
害
担

当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

3
0
9
0

不
用
品
を
使
え
る
よ
う
に
再
生
し
た

品
を
展
示
し
、
希
望
の
品
を
無
料
で
譲

り
ま
す
。

期
間

2
月
14
日
(月)
〜
25
日
(金)
（
19
日

(土)
は
休
み
）

時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

会
場

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
春
日
公
園
6
―

2
）

展
示
品
目

▽
自
転
車
▽
家
具

※
　
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。

申
込
方
法

会
場
で
申
込
書
に
希
望
品

目
の
番
号
を
記
入
し
、
持
参
し

た
結
果
通
知
用
の
ハ
ガ
キ
（
1

品
目
に
つ
き
一
人
1
枚
、
自
分

の
住
所
・
氏
名
を
記
入
）
を
添

え
て
申
し
込
む

※
　
抽
選
は
、
同
プ
ラ
ザ
で
2
月
28
日

(月)
午
前
9
時
か
ら
に
公
開
で
行
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
プ
ラ
ザ

1(

596)

7
0
6
6

5(

595)

4
1
4
0

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
二
酸
化

炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

を
定
め
た
「
京
都
議
定
書
」
が
発
効
し

ま
す
。

こ
の
議
定
書
の
中
で
、
わ
が
国
は
、

年
間
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
1

9
9
0
年
と
比
べ
て
6
％
削
減
す
る
こ

と
を
国
際
的
に
約
束
し
て
い
ま
す
。

1
年
で
最
も
寒
い
こ
の
時
期
、
暖
房

な
ど
で
電
気
の
消
費
も
多
く
な
り
ま

す
。
家
庭
や
職
場
で
上
手
な
省
エ
ネ
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

○
暖
房
温
度
は
20
℃
を
目
安
に
。

○
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
は
不
必
要
な

つ
け
っ
放
し
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
部
屋
の
広
さ
や

用
途
に
合
っ
た
も
の
を
。
こ
ま
め
に

設
定
温
度
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

○
エ
ア
コ
ン
は
、
こ
ま
め
に
フ
ィ
ル
タ

ー
を
掃
除
。
不
必
要
な
つ
け
っ
放
し

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
電
気
こ
た
つ
は
敷
き
布
団
と
上
掛
け

布
団
を
併
用
し
、
こ
ま
め
に
設
定
温

度
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

○
便
座
ヒ
ー
タ
ー
は
外
出
時
や
就
寝
時

に
は
電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
7

親
睦
を
深
め
ま
せ
ん
か

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
in
か
す
が

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

在
宅
介
護
を
考
え
る
交
流
会

「
当
事
者
に
な
っ
て
見
え
て
き
た
も
の
」

精
神
障
害
者
福
祉
講
演
会

環
　
境

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

な
か

じ
ま

き
ょ
う
と
ぎ
て
い
し
ょ



きいて�きいて�

４月生まれの赤ちゃん募集中
写真は、赤ちゃんの顔が
大きく写っているもので、
裏に赤ちゃんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
13月1日までの到着分の
中から抽選で決定します。

平成15年2月9日生

樽
角
た
る
か
ど

歩あ
ゆ

ち
ゃ
ん(

昇
町)

平成15年2月17日生

屋
住
や
ず
み

幸
哉
ゆ
き
や

ち
ゃ
ん(

泉)

平成15年2月26日生

森
内
も
り
う
ち

滉
大
こ
う
だ
い

ち
ゃ
ん(

昇
町)

平成15年2月11日生

紙
屋
か
み
や

諒
真
り
ょ
う
ま

ち
ゃ
ん(

弥
生)

情
報
ひ
ろ
ば

13

2
月
1
日
(火)
〜
15
日
(火)
ま
で
の
間
、

福
岡
市
南
部
工
場(

下
白
水
1
0
4
―

5)

の
定
期
点
検
を
行
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
の
期
間
は
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」

の
自
己
搬
入
が
で
き
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
7

管
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
、
中

学
生
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

○
普
通
救
命
講
習
（
人
工
呼
吸
法
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
心
肺
蘇
生
そ
せ
い

法
、
止

血
法
な
ど
）

日
時

2
月
20
日
(日)

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0

時
30
分

○
上
級
救
命
講
習
（
普
通
救
命
講
習
の

内
容
に
、
傷
病
者
の
体
位
管
理
法
や

包
帯
法
、
副
子
ふ
く
し

固
定
法
、
搬
送
方
法

な
ど
を
加
え
た
も
の
）

日
時

2
月
27
日
(日)

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

会
場

同
本
部
（
春
日
2
―

2
―

1
）

定
員

各
30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

講
習
名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
本
部

1(

584)

1
1
9
9

5(

584)

1
2
0
0

講
座
名
・
申
込
開
始
日
・
定
員

▽
パ
ソ
コ
ン
「
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
」

2
月
4
日
(金)
・
20
人

▽
パ
ソ
コ
ン
「
エ
ク
セ
ル
」（
昼
・
夜
）

2
月
3
日
(木)
・
各
20
人

▽
ガ
ス
溶
接
技
能

2
月
7
日
(月)
・
50
人

※
　
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
す
。
日

程
や
受
講
料
、
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

1(

671)

6
8
3
1

5(

672)

2
1
3
3

初
め
て
簿
記
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
、

仕
訳
・
記
帳
か
ら
決
算
処
理
ま
で
の
内

容
と
、
6
月
12
日
(日)
に
行
わ
れ
る
日
商

簿
記
試
験
の
出
題
傾
向
と
問
題
の
ポ
イ

ン
ト
を
教
え
ま
す
。

日
程

3
月
7
日
(月)
〜
6
月
9
日
(木)
の

毎
週
月
・
木
曜
日
と
3
月
19
日

(土)
、
4
月
16
日
(土)
、
5
月
7
日

(土)
、
6
月
4
日
(土)
（
計
30
回
）

時
間

午
後
6
時
30
分
〜
9
時

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
（
大
野
城

市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち

2
―

3
―

1
）

受
講
料

1
万
7
0
0
0
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
）

※
　
申
込
期
限
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

返
金
で
き
ま
せ
ん
。

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

2
月
2
日
(水)
〜
28
日
(月)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
訓
練
会

（
大
野
城
市
商
工
会
館
内
）

1(

581)

3
5
5
7

5(

581)

3
5
5
8

高
齢
期
の
職
業
生
活
設
計
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象

45
歳
以
上
の
人

日
程
・
内
容

○
2
月
10
日
(木)

▽
中
高
年
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
▽
退
職

後
の
健
康
保
険
・
年
金
の
手
続
き

○
2
月
22
日
(火)

▽
い
き
い
き
心
の
健
康
管
理
▽
高
齢

期
の
多
様
な
就
業
形
態(

パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー)

○
2
月
26
日
(土)

▽
退
職
後
の
健
康
保
険
・
年
金
の
手

続
き
▽
い
き
い
き
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の

す
す
め

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

同
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅

は
か
た
え
き

前ま
え

3
―

2
―

1
日
本
生

命
博
多
駅
前
ビ
ル
2
階
）

定
員

各
20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

1(

433)

1
0
6
8

5(

433)

1
0
6
9

講
演
・
講
座

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

救
命
講
習
会

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
講
座

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

簿
記（
3
級
）講
習
会

福
岡
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

福
岡
市
南
部
工
場

「
燃
え
る
ゴ
ミ
」の
持
ち
込
み
不
可



地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
や
団
体
に
よ
る
実
践
発
表

会
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
13
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
　
9
時
30
分
〜
）

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

発
表
団
体

▽
東
っ
子
ひ
ろ
場
▽
す
ぐ

っ
子
広
場
▽
春
日
小
学
校
区
地

域
子
ど
も
教
室

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

手
び
ね
り
技
法
で
簡
単
な
や
き
も
の

作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

3
月
12
日
(土)

①
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
0
時
30
分
〜
2
時
30
分

場
所

の
ぼ
り
窯が
ま

体
験
広
場
（
白
水
ケ

丘
1
―

4
）

参
加
費

粘
土
5
0
0
g
当
た
り
1
0

0
円

定
員

各
15
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法

2
月
12
日
(土)
〜
25
日
(金)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま

た
は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
（
小
学
生
以

下
の
み
）、
希
望
時
間
（
①
か

②
）
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館
（
岡
本
3
―

57
）

1(

501)
1
1
4
4

5(

573)

1
0
7
7

対
象

小
学
2
〜
6
年
生

期
間

3
月
27
日
(日)
〜
4
月
2
日
(土)

（
6
泊
7
日
）

行
先

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
よ
ろ
ん

町

内
容

▽
イ
カ
ダ
作
り
▽
ハ
ー
レ
ー
船

大
会
▽
島
内
ハ
イ
ク
（
鍾
乳
洞

し
ょ
う
に
ゅ
う
ど
う

探
検
・
サ
ト
ウ
キ
ビ
刈
り
な

ど
）

募
集
人
員

4
0
0
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

10
万
8
0
0
0
円

※
　
2
月
20
日
(日)
午
後
3
時
30
分
か

ら
、
福
岡
朝
日
ビ
ル
（
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
前

は
か
た
え
き
ま
え

2
―

1
―

1
）
で
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

(財)
国
際

青
少
年
研
修
協
会
（
〒
160
―

0

0
0
4
東
京
都
新
宿
区
四
谷
よ
つ
や

2

―

1
大
村
お
お
む
ら

ビ
ル
3
階
）

1
0
3(

3
3
5
9)

8
4
2
1

5
0
3(

3
3
5
4)

2
2
0
7

in
fo
@
kskk.o

r.jp

運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

福
岡
ま
た
は
北
九
州
の
都
市
高
速
を
利

用
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
年
3
回
程
度
の
モ

ニ
タ
ー
会
議
（
平
日
）
の
出
席
と
ア
ン

ケ
ー
ト
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
間

4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月
31

日
（
1
年
間
）

謝
礼

1
万
2
0
0
0
円

募
集
人
員

福
岡
と
北
九
州
各
10
人

（
書
類
審
査
に
よ
り
決
定
）

応
募
方
法

2
月
21
日
(月)
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
利

用
し
て
い
る
都
市
高
速
名
を
書

い
た
紙
に
、「
都
市
高
速
を
利

用
し
た
感
想
」（
4
0
0
字
以

内
）
を
添
え
て
提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

同
公
社
営
業

部
営
業
企
画
課
（
〒
812
―

0
0

5
5
福
岡
市
東
区
東
浜

ひ
が
し
は
ま
2
―

7
―

53
）

1(

631)

3
2
8
4

5(

631)

3
2
8
7

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関
す
る
相

談
に
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

▽
2
月
3
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
大
野
城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち

2
―

2

―

1
）

▽
2
月
23
日
(水)

筑
紫
野
市
役
所
（
筑

紫
野
市
二
日
市
西

ふ
つ
か
い
ち
に
し

1
―

1
―

1
）

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

1(

922)

2
8
8
1

5(

922)

3
3
4
2

宅
地
や
建
物
な
ど
不
動
産
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
や
相
続
、
税
金
な
ど
の
相
談

に
、
弁
護
士
や
税
理
士
、
不
動
産
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

情
報
ひ
ろ
ば

14

「
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
よ
う
」

青
少
年
育
成
市
民
の
つ
ど
い

募
　
集

相
　
談

南
の
島
独
特
の
文
化
を
体
験
し
よ
う

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社

福
岡
・
北
九
州
高
速
道
路
モ
ニ
タ
ー

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

筑
紫
地
区
定
例
人
権
相
談

(社)
福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

不
動
産
無
料
相
談
所

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
大
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室（
一
般
コ
ー
ス
）

日
時

2
月
18
日
(金)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

（
受
付
　
午
後
3
時
ま
で
）

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
（
大
野
城

市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち

2
―

3
―

1
）

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

1(

631)

1
7
1
7

5(

923)

8
9
6
6

福
岡
県
が
決
定
し
た
都
市
計
画
（
用

途
地
域
の
変
更
な
ど
）
に
つ
い
て
審
議

会
を
行
い
ま
す
。

日
時

2
月
18
日
(金)

午
後
2
時
〜
4
時
（
予
定
）

(

受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜)

場
所

県
吉
塚
合
同
庁
舎
（
福
岡
市
博

多
区
吉
塚
本
町

よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

13
―

50
）

※
　
傍
聴
券
が
必
要
で
す
。
当
日
、
受

付
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。な
お
、

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
都
市
計
画
課
行
政

係

1(

643)

3
7
1
1

5(

643)

3
7
1
6

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

県
都
市
計
画
審
議
会

そ
の
他



荒
天
や
災
害
な
ど
の
影
響
で
「
や
よ

い
」
の
運
行
に
支
障
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、
西
鉄
路
線
バ
ス
に
準
じ
て
運
行

を
休
止
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
交
通
機
関
運
行
状
況
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
運
行
休
止
の
情
報
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

安
全
第
一
で
運
行
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
3

メリカの大学に通っていたうちの主人は、アメ
リカの風習にのっとり、毎年バレンタインデー

には花束をプレゼントしてくれます。
｢男性が女性に愛を告白する｣というのが本来の意

味合いで、女性が男性にチョコレートをあげるのは
日本だけとのこと。
でも私は生粋

きっすい

の日本人。おか
げで、毎年夫婦で花束とチョコ
レートを交換し合っています。

（ばかっぷる）
↑お互いの風習を取り入れるなんてステキですね

L時代最後のバレンタインには、今までの感謝
を込めて、チョコレートとハンカチにメッセー

ジを添えました。
10年の間にお世話になった一人ひとりに長々と手

紙も書きたい気分でしたが、結局行き着いた一言は
｢愛はないけど義理はある｣
｢素直じゃないなぁ～｣と思いつつ、一人ずつに手

渡しました。 （とりっち ）

↑思いはきっと伝わったはずです。

6の時のバレンタインデー。好きな子にチョコ
レートをあげたくて、いつもより早起きして学

校に行きました。渡すチャンスをうかがっていると、
運悪く「厳しい」と評判の先生に見つかり、チョコ
レートは没収…。
落ち込んでいるところへ、担任の先生から呼び出

しが。｢げんこつ｣覚悟で渋々ついて行くと、そこに
は、私のチョコレートが。
私が不安そうにチョコレートを見ていると、｢おま

えの代わりに渡しておいてあげるから。でも本当は
持って来てはダメだぞ。他の先生には秘密だからな｣
そう言って、好きな子にこっそりチョコレートを届
けてくれました。
先生にばれてしまったのは少し照れくさかったけ

ど、すごくうれしかった、私の一番の思い出です。
(たまご)

↑先生の優しさでステキな思い出になりましたね。

テーマは…

PN ネジ

O

ア

小

次回(4月)のテーマは…

「福岡ソフトバンクホークス」に
思うこと

3月1日(火)（必着）までに、ファックスかハガキ、Eメール
に住所、氏名、ペンネーム、電話番号、投稿文を書いて送っ
てください。
あて先　〒816―8501春日市役所広報担当｢井戸端かいぎ｣係
※　掲載された人には図書券（500円分）を進呈します。

情
報
ひ
ろ
ば
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ
い
」

荒
天
時
の
運
行
休
止

光町大土居線の道路改良工

事に伴う橋の架け替え工事の

為、仮設道路への切り替えを

行います。

現地には交通誘導員と案内

指示板を設置します。通行時

は十分注意してください。

切り替え日は工事看板に表

示してお知らせします。

工事期間 2月中旬～3月末

（予定）

※　天候などで変更になる場

合があります。

問い合わせ先 都市整備課
1(584)1111 5(584)1143

注意して通行してください

光町大土居線道路改良工事

大土居�

工事区間（通行禁止）�

仮設道路�



２月�
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１　（５８４）７７３９ �

須玖南２-１２０（すくすくプラザ内）�

光町児童センター�
（５０１）７０１４（　兼用） �

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４（　兼用）�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

おはなしはじまるよ　　午前11時～11時30分�
インラインスケート教室�
午後1時30分～3時30分、10人�
※タオル・飲み物持参�

7日、11日、14日、15日（安全点検日）、21日、28日�

※　　　 （網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�
※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�
※ 　は申し込みが必要な行事です。申し込みは2月1日(火)午後5時から受け付けます。（1人1行事まで、市民優先）�
※ 申込は、電話か直接窓口で申し込んでください。なお、子どもの自主性を尊重するため、小学生以上は本人が申し込んでください。�
　どうしても本人が申し込めない場合は、相談してください。�
※ 天候により、中止または内容を変更することがあります。問い合わせてください。�

ヨチヨチひ・ろ・ば（0～1歳児向け）　須玖：16日、光町：10日、毛勝：2日�

ニコニコひ・ろ・ば（2～3歳児向け）　須玖：1日、光町：8日、毛勝：10日�

ルンルンひ・ろ・ば（2～3歳児向け）　須玖：10日（場所：いきいきプラザアリーナ）、毛勝：24日（場所：上白水公民館）�

豆まき会（幼児向け）　午前11時～11時40分�
※怖くない鬼が来ます�

豆まき会（幼児向け）　午前11時～11時40分�
※怖い鬼が来ます�

豆まき＆たのしいおはなし（2月の誕生会）�
午後4時～5時�

ナイトスペース　午後5時～6時�
中学生以上�

バレンタインのプレゼント作り�
①午前10時30分～正午（小学校1～3年）��
②午後2時～4時（小学校4～6年）��
各10人、200円�

すくすく育児相談　午前10時～11時30分�
親子サロン　午前10時30分～正午�

光流ドッヂボール　午後3時～4時�

鬼ごっこバラエティ　午後4時～5時�

挑戦！ギネス　午後2時～3時�
5歳以上�

ナイトスペース　午後5時～6時�
中学生以上�

おいでよ♪あかちゃん（0～1歳児向け）�
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザ�

毛勝ドッヂボール大会　午後2時～3時30分�

めざせオリンピック　午後2時～3時�

福豆ひろい�
①午前11時～正午（幼児向け） ��
②午後4時～4時40分（小学生向け） 

今日のおはなしなーに？�
午後2時～2時30分�

ママのほっとタイム（トールペイント）�
午前10時～正午、15人、300円�
※託児あり（１人500円、申込は10日まで）�

サイエンス実験室（アイスクリーム作り）�
午後2時～3時30分、10人、200円�

おまたせ！トランポリン�
午前10時30分～正午�

ＢＭＸのろうよ！　午後2時～4時�

親子エアロビクス　午前10時30分～11時20分�
マタニティビクス �
午前11時30分～午後0時30分、妊婦、10人　�

どすこい！大相撲須玖場所　午後2時～4時　�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時30分�

想い出帳づくり　午前10時30分～正午�
小学校5・6年生、10人、200円�

GO！ＧＯ！奴国の丘　午後2時～4時� サッカーハッスル　午後2時～4時�

あそびの出前児童センター　午前10時～正午�
場所：春日西小フレンドホール�
バドミントン教室　午後2時～3時30分�
小学3年生以上、15人�

クッキングの時間（バレンタインチョコ）�
午前10時30分～正午、15人、100円�

ママのほっとタイム（ビーズアクセサリー）�
午前10時～正午、10人、600円�
※託児あり（1人500円、申込は10日まで）�

和紙で花作り（紅梅）�
午後1時30分～3時30分、10人、200円�

白黒つけるゼ！オセロ大会　午後2時～4時�
①小学校1～3年生�
②小学校4年生以上、各10人�

かんたんクッキング（バレンタインチョコ）�
①午前10時30分～正午��
②午後2時30分～4時��
各8人、150円�

たのもー！道場やぶり　午後4時～5時�
5歳以上�

午前11時～��

　　　11時40分�

2日（水）�

3日（木）�

9日（水）�

6日（日）�

13日（日）�

17日（木）�

18日（金）�

19日（土）�

20日（日）�

22日（火）�

23日（水）�

27日（日）�

26日（土）�

5日（土）�

12日（土）�

親子向け�

遊びの広場�

伝言版�

開館時間� 休館日�

申�

午前10時～午後5時�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申� 申�

申�

申�

申�

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り

大
好
き
な
人
に
、
手
作
り
の
バ
レ
ン

タ
イ
ン
チ
ョ
コ
を
贈
り
ま
せ
ん
か
。

○
毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー

口
の
中
で
と
ろ
け
る
「
チ
ョ
コ
ト

リ
ュ
フ
」
を
作
り
ま
す
。
大
好
き
な

人
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
添
え
て

送
り
ま
し
ょ
う
。

○
光
町
児
童
セ
ン
タ
ー

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
チ
ョ
コ
菓
子
」

を
作
り
ま
す
。
飾
り
付
け
や
ト
ッ
ピ

ン
グ
も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

「
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」
に
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
き

れ
い
な
飾
り
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
も
作
り
ま
す
。

申
込
先

各
児
童
セ
ン
タ
ー

※
　
日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
日
程
表
を

見
て
く
だ
さ
い
。

あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー

16



中
南
米
諸
国
に
働
き
口
を
求
め
、
多
く

の
日
本
人
が
海
を
渡
っ
て
か
ら
、
お
よ
そ

1
0
0
年
。
現
在
、
海
外
で
生
活
す
る
日

系
人
は
、
北
・
中
南
米
を
中
心
に
2
5
0

万
人
を
超
え
、
各
地
に
日
系
人
社
会
を
築

い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
各
地
域
社
会
の

発
展
や
活
性
化
に
大
き
な
波
及
効
果
を
も

た
ら
す
と
と
も
に
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を

形
成
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
日
系
人
社
会
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
要
請(

日
本
語
学
校
の
教
師
や
福
祉
、
農

業
な
ど)

に
対
し
、
自
ら
の
技
術
や
経
験
を

生
か
し
た
い
と
考
え
る
青
年
を
派
遣
し
支

援
す
る
の
が
J
I
C
A
（
独
立
行
政
法
人

国
際
協
力
機
構
）
の
「
日
系
社
会
青
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
制
度
で
す
。

今
回
、
そ
の
一
員
に
選
ば
れ
、
ブ
ラ
ジ

ル
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
東
さ
ん
は
、
久

留
米
工
業
高
等
専
門
学
校
で
5
年
間
学
ん

だ
後
、
農
薬
の
品
質
管
理
業
務
に
4
年
6

カ
月
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
自

分
が
や
っ
て
き
た
事
を
、
大
好
き
な
中
南

米
で
生
か
す
と
同
時
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

や
ス
ペ
イ
ン
語
も
学
び
た
い
」
と
い
う
思

い
が
高
じ
て
、
今
回
の
募
集
に
応
募
し
、

見
事
選
考
に
合
格
。
勤
め
て
い
た
会
社
を

9
月
に
退
職
し
、
す
ぐ
に
事
前
研
修
に
入

り
ま
し
た
。
研
修
の
内
容
は
、
語
学(

ポ
ル

ト
ガ
ル
語)

や
食
品
製
造
・
化
学
、
日
系
人

社
会
、
防
犯
対
策
な
ど
。
研
修
当
初
は
ほ

と
ん
ど
話
せ
な
か
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
も
、

今
で
は
日
常
会
話
を
こ
な
せ
る
ぐ
ら
い
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

東
さ
ん
が
派
遣
さ
れ
る
の
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
パ
ラ
ー
州
に
あ
る
ト
メ
ア

ス
総
合
農
業
協
同
組
合
内
の
ジ
ュ
ー

ス
工
場
。
主
に
冷
凍
果
肉
の
品
質
検

査
や
低
温
殺
菌
法
な
ど
と
い
っ
た
技

術
指
導
や
、
品
質
改
善
、
製
造
条
件

の
検
討
な
ど
を
行
い
ま
す
。「
現
地

で
採
取
し
た
新
鮮
な
果
実
か
ら
、
よ

り
お
い
し
く
、
よ
り
天
然
の
ま
ま
に

保
て
る
ジ
ュ
ー
ス
を
、
現
地
の
人
と

一
緒
に
作
り
た
い
で
す
。
現
地
の

人
々
を
尊
重
し
つ
つ
、
日
本
の
技
術

を
少
し
で
も
役
立
て
て
も
ら
え
る
よ

う
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

聞
け
ば
、
現
地
で
は
日
本
語
が
通

感
謝
の
し
っ
ぽ

車
に
取
り
付
け
る
「
サ
ン
ク
ス
テ
イ

ル
」
な
る
新
商
品
が
登
場
し
た
ら
し
い
。

文
字
通
り
「
感
謝
の
し
っ
ぽ
」
だ
。
ハ

ザ
ー
ド
ラ
ン
プ(

緊
急
時
点
滅
灯)

に
代
え

て
、
後
続
車
へ
の
感
謝
の
意
思
表
示
を

こ
の
「
し
っ
ぽ
」
に
や
ら
せ
よ
う
と
い

う
も
の
。
し
っ
ぽ
を
振
ら
れ
た
後
続
車

の
驚
く
運
転
手
の
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
▼

ど
ん
な
形
状
で
、
ど
の
よ
う
な
動
き
を

す
る
の
か
興
味
津
々
だ
が
、
何
よ
り
ハ

ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
よ
り
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ

て
い
い
。
で
も
後
続
車
が
、「
振
ら
れ
る

し
っ
ぽ
」
＝
「
感
謝
」
と
連
想
し
て
く

れ
な
か
っ
た
ら
…
。
果
た
し
て
、
振
ら

れ
る
し
っ
ぽ
の
好
感
度
は
▼
人
間
に
代

わ
っ
て
意
思
表
示
し
て
く
れ
る
こ
の
手

の
商
品
も
、
相
手
に
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン

ス
が
な
け
れ
ば
反
感
を
買
う
羽
目
に
も
。

事
実
、「
し
っ
ぽ
を
振
る
」
＝
「
媚こ

び
へ

つ
ら
っ
て
人
に
取
り
入
る
」
と
辞
書
に

あ
る
。
感
謝
の
気
持
ち
に
は
ほ
ど
遠
い

▼
割
り
込
む
時
、
う
ま
く
見
ず
知
ら
ず

の
後
続
車
と
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
に

も
、
こ
れ
に
頼
り
す
ぎ
る
の
は
禁
物
。

や
は
り
基
本
は
「
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト(

目

と
目
で
合
図)

」
に
尽
き
る
▼
製
品
紹
介

に
も
「
や
た
ら
と
し
っ
ぽ
を
振
る
腰
の

低
い(

頭
は
高
い)

ド
ラ
イ
バ
ー
と
化
す
お

そ
れ
あ
り
」
と
注
意
書
き
。
今
年
も
安

全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

○後

じ
、
日
系
人
社
会
で
は
運
動
会
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ
、
日
本
人
以
上
に

日
本
人
ら
し
い
感
覚
も
残
っ
て
い
る
と
か
。

そ
れ
で
も
異
国
で
の
生
活
だ
け
に
、
不
安

は
な
い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
今
は
不
安
を

数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
以
上
に
早
く
現
地
に
行
き
た
い
と
い

う
思
い
の
方
が
強
い
で
す
。
2
年
と
い
う

長
期
間
に
渡
り
、
現
地
の
人
と
同
様
の
生

活
を
し
、
交
流
を
深
め
て
い
く
中
で
、
彼

ら
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
答
え
る
東
さ
ん
の
表
情
は
、

自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
真
っ
す
ぐ
歩
み

続
け
て
き
た
自
信
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

曇
り
の
ち
晴
れ
・
散
歩
道
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東
ひがし

万梨花
ま り か

さん（須玖北）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て

日
本
と
日
系
人
の
懸
け
橋
に
…

アマゾン河�

ブラジリア�

サンパウロ�

リオデジャネイロ�

赤道�

パラー州�

ブラジル�

パラー州は広さが1,248,042km2

でブラジル国土の約17％、アマゾ

ニア地域の26％を占めます。人口

は約600万人。州の北部には赤道が

とおっています。�

ジ
ャ
　
イ
　
カ



市 の 人 口

●総人口 109,807人

（前月比－20人）

女 55,921人　男 53,886人

●世 帯 数 42,885世帯

●転 入 450人　●出 生 116人

●転 出 454人　●死 亡 56人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲1月16日　春日市スポーツチャンバラ選手権大会
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1月10日、ふれあい文化センターで行
われた成人式。再会した友人らと、記念
撮影や思い出話で盛り上がっていまし
た。（対象者1,497人、参加者1,100人）

表
紙
の
写
真

(12/31現在)

上白水公民館には、昭和53年に市内の辻畑遺跡から出
土した弥生時代の琴をモデルに復元した｢平成の弥生琴｣
が飾られています。
同自治会会長の河鍋

かわなべ

辰紀
たつのり

さん（写真中央）、副会長の
宿久
しゅく

勇
いさむ

さん（写真右）、事務員の入江
いりえ

史子
ふみこ

さん（写真左）
の3人によって手掛けられたもので、杉板を材料にすべて
手作り。大きさも形も実測図に基づいて忠実に復元して
います。表面を焼いて、古びた感じを出したり、試行錯
誤しながら約1カ月かけて完成させました。
復元のきっかけは、同自治会が年4回程度発行している
｢上白水わくわく通信｣でこの｢弥生琴｣を取り上げたこと
です。「住民にこの上白水に愛着をもってもらうには、ま
ずこの地の歴史を知ってもらうことが一番。こんな貴重
なものが身近に出土したことをより多くの人に知っても
らいたいと思い試みました」と河鍋自治会長は話します。
この｢平成の弥生琴｣は、今後も少しづつ手を加えて、
より本物に近づけていくそうです。ぜひ一度見に行って
みませんか。

身近な歴史に触れてほしい　上白水公民館｢弥生琴｣を復元

春日市、大野城市、那珂川町合同の消防出初式
が、1月9日、那珂川町の梶原

かじわら

運動広場で行われ、
新しい年の消防活動に向けた決意を表明しました。
式典では、2市1町の消防団員と同消防本部職員
合わせて501人が、堂々とした入場行進やポンプ
操法を披露しました。
浅川
あさかわ

消防長は｢昨年は、自然災害が世界中で猛威
をふるい、かつてない被害をもたらしました。今
年は特に、予知できない地震にも万全の体制で臨
めるよう、平素の備えに努めましょう｣と訓示しま
した。
団員たちは、小雪交じりの悪天候にもかかわら
ず、身じろぎもせずにこの訓示に聞き入っていま
した。

▲長さ1m48㎝、幅29㎝、厚さ2㎝。カシの

小枝の琴柱
こ と じ

に黄色の釣り糸を使った弦をか

けている。紅白の紐
ひも

で編んだ飾り綱を琴の

端に付け、弦を通して補強している。

▲団旗を先頭に整然と入場行進する本市消防団員

自然災害多発に気を引き締めて　新春恒例の消防出初式

つじばたけ

や　よ　い　ごと


